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スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）

地域→海外と段階的に
発展させる課題研究で
グローバル人材を育成

◎金沢高等師範学校に設置された
「特別科学学級」を母体に１９４７年開
校。「自主自律」「独立自治」を重ん
じた学校運営を行う。２００３年度、
文部科学省「学力向上フロンティア
ハイスクール事業」、１４年度、文部
科学省「スーパーグローバルハイス
クール」の指定を受ける。

国公立大は、東北大、筑波大、東京大、一
橋大、金沢大、名古屋大、京都大、大阪
大、神戸大、九州大などに９０人が合格。
私立大は、青山学院大、慶應義塾大、早
稲田大、金沢医科大、同志社大、立命館
大などに延べ 173人が合格。

設立

形態

生徒数

2014年度入試合格実績（現浪計）

1947（昭和22）年

全日制／普通科／共学

１学年約120人

住所
　

電話

Web Site

〒921-8105
石川県金沢市平和町1-1-15

076-226-2154

05
指導変革の

成果実践背景

◎受験対策にやや傾
斜した指導や生徒の
地元志向の高まりに
より、生徒の可能性
を十分に広げられて
いないという課題意
識を持つように

変革のステップ

◎SＧＨの指定を受け
て、従来の課題研究
を改善した「課題研究
一貫カリキュラム」を
構築。外部と連携した
活動を推進

◎生徒たちが「課題
研究は自分の将来の
ためになる」と認識し、
研究活動に積極的に
取り組むようになった

http://partner.ed.kanazawa-u.ac.jp/kfshs/

石川県・国立

金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校

　

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
附
属
高
校

の
教
師
た
ち
は
、教
育
活
動
に
停
滞
を
感
じ
て
い
た
。

１
学
年
約
１
２
０
人
の
う
ち
、
毎
年
80
人
以
上
が
国
公

立
大
に
合
格
し
て
い
た
も
の
の
、
東
京
大
や
京
都
大
と

い
っ
た
最
難
関
大
の
志
望
者
が
減
少
し
て
い
た
。
研
究

部
主
任
の
山
本
吉よ

し

次つ
ぐ

先
生
は
こ
う
述
べ
る
。

　
「
教
科
指
導
や
進
路
指
導
で
大
学
受
験
を
意
識
し

過
ぎ
、
生
徒
の
力
を
十
分
に
伸
ば
せ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が
教
師
間
に
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
る
た
め
に
、

人
間
力
を
育
て
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
形
成
す
る
教
育

活
動
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

２
０
１
２
年
２
月
、
全
教
師
参
加
の
研
修
会
を
開
い

た
。
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
学
校
の
良
い

点
や
改
善
点
な
ど
の
考
え
を
出
し
合
い
、
Ｋ
Ｊ
法
で
整

理
し
、
若
手
教
師
が
全
体
に
発
表
し
た
。
こ
れ
を
基
に

同
年
４
月
、「
学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

そ
の
下
で
「
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
進
路
指
導

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
メ
ン

バ
ー
の
中
で
最
も
若
い
教
師
に
任
せ
、
更
に
「
進
路
指

導
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
進
路
指
導
部
長
は
加
わ

ら
な
い
な
ど
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
な
る
よ

う
に
し
た
。同
校
の
教
師
は
30
代
前
後
と
50
代
が
多
く
、

間
を
つ
な
ぐ
中
堅
層
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
若
手
が
意

＊以下、金沢大学附属高校

（＊） 「
地
球
サ
イ
ズ
の
教
育
」を
行
う

原
点
に
戻
っ
て
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
開
始
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見
を
出
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
重
視
し
た
。

　

当
初
、
そ
う
し
た
工
夫
は
若
手
教
師
の
意
欲
を
喚
起

し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
１
年
過
ぎ
た
頃
、
や
や
行

き
詰
ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な

中
、
若
手
で
取
り
組
み
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
数
学
科
主
任

の
外と

山や
ま

康
平
先
生
は
あ
る
行
動
に
出
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
本
校
に
は
学
校
目
標
が
な
く
、
生
徒

の
成
長
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
と
し
て
、
教
師
間
で
し
っ

か
り
と
共
有
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

学
校
改
善
の
方
向
性
が
明
確
に
は
定
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
を
、
管
理
職
の
先
生
に
問
題
提
起
し
ま
し
た
」

　

同
校
に
は
、
明
文
化
さ
れ
た
学
校
目
標
は
な
か
っ
た

が
、
歴
史
的
・
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
る
教
育
方
針
は

あ
っ
た
。
１
９
４
７
年
の
開
校
時
、初
代
主
事
（
校
長
）

が
「
昭
和
の
松
下
村
塾
た
れ
」
と
、
新
し
い
日
本
を
背

負
う
人
材
を
育
成
す
る
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
そ
の
原

点
に
立
ち
返
り
、学
校
目
標
の
明
文
化
に
動
き
出
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）」
公
募
の
情
報
が

入
っ
て
き
た
。
国
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
像
と

学
校
目
標
に
は
重
な
る
部
分
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
整
理
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
申
請
し
た
と
こ
ろ

採
択
さ
れ
た
。
風
間
重
利
副
校
長
は
こ
う
語
る
。

　
「『
学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
通
し
て
多
方
向

か
ら
教
育
活
動
の
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｓ

Ｇ
Ｈ
を
軸
に
す
る
こ
と
で
、
活
動
の
方
向
性
が
ま
と

ま
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
13
年
度
で
い
っ
た
ん
終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
活

動
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
の
活
動
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
開
始
と
共
に
、
学
校
目
標

を
定
め
た
。「
本
校
は
、
国
際
社
会
や
地
球
生
態
系
に

お
け
る
共
生
者
と
し
て
、
ま
た
個
性
豊
か
な
文
化
の
創

造
者
と
し
て
、
積
極
的
に
自
己
の
責
任
を
果
た
し
て
い

く
人
間
を
育
て
る『
地
球
サ
イ
ズ
の
教
育
』を
行
う
」だ
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
テ
ー
マ
は
「
北
陸
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
世
界
を
変
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

（
図
）
と
し
た
。
柱
と
な
る
取
り
組
み
は
、「
課
題
研
究

一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
だ
。
３
年
間
で「
地
域
課
題
研
究
」

「
異
文
化
研
究
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
提
案
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
と
段
階
的
に
進
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
育
む
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
同
校
が
約
20
年
間
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
課
題

研
究（
00
年
か
ら
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
実
施
）

を
土
台
に
構
築
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
１
年
目
で
あ
り
、
計
画

段
階
の
活
動
も
あ
る
が
、
そ
の
流
れ
を
見
て
い
く
。

　

１
年
生
の
１
、２
学
期
に
は
「
地
域
課
題
研
究
」
を

行
う
。「
地
域
や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
幸
せ
に
す
る

金
沢
大
学
附
属
高
校

髙
橋
栄
一　
た
か
は
し
・
え
い
い
ち

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
広
い
視
野
を
持
ち
、
自
分
で
決
断
し
て
行
動
で
き
る
人

間
を
育
て
る
」

金
沢
大
学
附
属
高
校

山
本
吉
次　
や
ま
も
と
・
よ
し
つ
ぐ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
31
年
目
。
主
幹
教
諭
。

研
究
部
主
任
。「
広
い
視
野
と
豊
か
な
教
養
を
備
え
た
人

間
力
を
育
む
」

金
沢
大
学
附
属
高
校
副
校
長

風
間
重
利　
か
ざ
ま
・
し
げ
と
し

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。「
足
元
と
遠

方
と
を
同
時
に
見
る
こ
と
。
消
極
的
・
悲
観
的
に
モ
ノ

を
見
な
い
。
道
は
あ
る
」

金
沢
大
学
附
属
高
校

外
山
康
平　
と
や
ま
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
８
年
。同
校
に
赴
任
し
て
9
年
目
。数
学
科
主
任
。

「
生
徒
が
前
に
進
め
る
指
導
を
す
る
た
め
に
、
教
師
自
身

が
学
び
挑
戦
す
る
」

地
域
の
課
題
を
出
発
点
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決
に
挑
む

＊学校資料から抜粋して編集部で作成

「北陸からイノベーションで世界を変えるグローバル・リーダーの育成」概要図

北京師範大学、同附属高校

香港大学

台湾師範大学、同附属高級中学校

ソウル国立大学

釜山国立大学

韓国科学アカデミー

ウラジオストク国際言語学校

課題研究一貫カリキュラム

グローバル社会とつながる地域課題につい
て、解決策を提案する

１年生前半　地域課題研究

台湾師範大学附属高級中学校の生徒と日
台文化比較調査をし、レポートにまとめる

１年生後半　異文化研究

グローバル課題の解決策を模擬国際会議
方式で議論し、海外の高校生に発表する

２年生　グローバル提案

グローバル・リーダーとしての将来像と、
そこに到達するためのキャリアパスを描く

３年生１学期　グローバル・キャリアパス ［海外連携機関］

北陸先端科学技術大学院大学産学

官連携推進センター

附高ＳＧＨ事業サポーター

［国内連携機関］

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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石川県　金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校石川指導変革の

方
法
を
提
案
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
金
沢
市
、

石
川
県
、
北
陸
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
策
を
考

え
る
と
い
う
活
動
だ
。
３
〜
４
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
や
地
元
の
人
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
上
で
課
題
を
抽
出
す
る
。
大
き
な
特
徴
は
、
金

沢
大
や
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
）、
地
元
企
業
、
自
治
体
な
ど
、
外
部
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
体
験
活
動
を
必
ず
盛
り
込
む
点
だ
。

　
「
以
前
、
１
年
生
の
『
生
活
と
社
会
』
で
行
っ
て

い
た
『
地
域
研
究
』
は
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い

ま
し
た
が
、校
内
の
み
の
活
動
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
調
査
が
多
く
、『
地
域

研
究
』
と
い
い
な
が
ら
、
地
域
や
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
弱
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ

ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
に
は
、
教
師
の
指
導
だ
け
で

な
く
、
外
部
か
ら
人
材
を
招
い
た
り
、
生
徒
が
地
域

に
出
て
話
を
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
、
外
部
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
『
泥
臭

い
キ
ャ
リ
ア
教
育
』
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
風
間
副
校
長
）

　

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、「
能の

登と

の
祭
り
」
を
テ
ー
マ
に

設
定
し
、「
能
登
の
祭
り
を
生
か
し
て
観
光
客
を
増
や

す
た
め
の
方
法
」
を
提
案
し
よ
う
と
研
究
を
進
め
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
祭
り
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

伝
統
を
継
承
す
る
た
め
の
地
域
住
民
の
思
い
や
苦
労
が

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、「
ど
の
よ
う
に
能
登
の
祭
り
を

維
持
・
活
性
化
さ
せ
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
変
更
し

た
。
１
学
年
主
任
の
髙
橋
栄
一
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
地
域
に
、
よ
り
密
着
し
た
課
題
研
究
と
す
る
た

め
に
、
テ
ー
マ
は
、
後
か
ら
で
も
変
え
て
よ
い
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
徒
が
出
し
た
ア
イ
デ

ア
が
、
地
域
の
人
と
話
す
中
で
、
と
う
の
昔
に
考
え

ら
れ
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
再
考

を
迫
ら
れ
る
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
頭
で
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
当
事
者
と
触
れ
合
う
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
だ
と
、
生
徒
は
実
感
す
る

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
提
案
を
す
る

か
は
、
地
域
に
入
っ
て
実
情
を
調
べ
な
が
ら
、
柔
軟

に
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

14
年
度
、
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー
マ
に

は
、「
石
川
の
特
色
を
盛
り
込
ん
だ
ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー

ム
ア
プ
リ
で
石
川
の
知
名
度
を
上
げ
る
」「
石
川
県
非

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
た
ま
ひ
め
ち
ゃ
ん
〞
を
活
用
し

た
地
域
振
興
」「
次
世
代
交
通
で
金
沢
を
発
展
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
研
究
の
成
果
は
学
級
内
で
発

表
し
、
各
学
級
の
代
表
を
決
め
て
「
ク
ラ
ス
代
表
発
表

会
」
を
開
き
、
更
に
、
協
力
を
し
て
も
ら
っ
た
地
域
の

人
た
ち
に
も
提
案
し
て
い
る
。

　

次
に
、
１
年
生
後
半
に
行
う
の
が
「
異
文
化
研
究
」

だ
。
以
前
か
ら
台
湾
と
の
文
化
比
較
研
究
を
行
っ
て
き

た
が
、
そ
れ
は
台
湾
の
「
日
本
語
を
話
せ
る
」
生
徒
と

１
日
交
流
を
行
う
だ
け
だ
っ
た
。Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
活
動
で
は
、

訪
問
先
は
同
じ
台
湾
だ
が
、
現
地
調
査
も
含
め
た
研
究

内
容
と
し
た
。「
異
文
化
研
究
」
以
降
は
今
後
行
う
予

定
の
活
動
だ
。
１
年
生
後
半
か
ら
３
年
生
に
か
け
て
の

取
り
組
み
の
方
針
を
見
て
い
く
。

　

生
徒
は
３
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
地
域

課
題
研
究
」
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
台
湾
で
の
研
究
テ

ー
マ
を
決
め
る
。
次
に
、
台
湾
師
範
大
か
ら
「
英
語
が

話
せ
る
」
大
学
生
６
人
を
同
校
に
招
き
、
研
究
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
。
そ

の
中
で
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
台
湾
で
何

を
調
査
す
る
の
か
計
画
を
立
て
る
。
１
年
生
３
学
期
に

は
、
実
際
に
台
湾
を
訪
問
。
訪
日
し
た
大
学
生
６
人
に

加
え
、
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
校
（
＊
）
の
生

徒
と
共
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
英
語

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
翌
日
に
は
、
台
湾
師

範
大
学
の
学
生
の
案
内
で
台
湾
市
内
を
巡
り
、
調
査
や

現
地
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

　
「
異
文
化
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
の
同
世

代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
生
徒
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
磨
く
こ

と
が
大
き
な
狙
い
で
す
。生
徒
は
、『
地
域
課
題
研
究
』

で
地
域
に
深
く
入
り
込
む
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
石
川
県
民
、
そ
し
て
日
本
人
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際

の
土
台
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
山
本

先
生
）

＊台湾における後期中等教育機関。
日本の高校に相当する

台
湾
の
同
世
代
と
意
見
交
換
を
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
質
を
育
て
る
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異
文
化
体
験
を
生
か
す
場
と
な
る
の
が
、
２
年
生
で

行
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
提
案
」
だ
。
生
徒
が
い
く
つ
か
の

国
に
分
か
れ
、
そ
の
国
の
立
場
で
議
論
す
る
「
模
擬
国

際
会
議
」
を
校
内
外
で
開
く
予
定
で
い
る
。
そ
し
て
、

３
年
生
１
学
期
に
は
集
大
成
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
を
実
施
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

自
分
の
将
来
像
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
学
習
の

目
的
意
識
を
涵か

ん

養よ
う

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
大
学
合
格
が
最
終
目
的
で
は
な
く
、
自
分
は
ど

の
よ
う
に
生
き
、
社
会
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
考
え
さ
せ
る
学
習
活
動
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
風
間
副
校
長
）

　

教
科
学
習
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
へ
の
改
訂
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、英
語
科
で
は
、

台
湾
で
の
生
徒
と
の
交
流
や
現
地
調
査
な
ど
で
高
度
な

英
語
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
金
沢
大
の
留

学
生
を
７
人
程
招
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
2
週
間

に
1
回
、
授
業
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

　
「
初
め
は
英
語
を
話
す
こ
と
に
遠
慮
が
ち
な
生
徒

も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
物
怖
じ
し
な
く
な
り
、
言

葉
が
出
て
こ
な
く
て
も
、
身
振
り
手
振
り
で
何
と

か
意
思
を
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
い
と
い
う
姿
勢
が
育
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　

数
学
科
で
は
、「
数
学A

-lym
piad

」（
オ
ラ
ン
ダ
で

開
催
）
の
予
選
を
校
内
で
開
い
た
。
こ
の
大
会
で
は
、

現
実
世
界
を
数
学
的
観
点
で
解
釈
し
、
社
会
へ
還
元
し

て
い
く
問
題
に
、長
時
間
掛
け
て
複
数
名
で
取
り
組
む
。

世
の
中
へ
の
提
言
を
数
学
的
に
考
え
、
共
同
作
業
で
課

題
に
取
り
組
む
点
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
求
め
ら
れ
る
力
の
育

成
に
つ
な
が
る
。
予
選
は
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
形
で
行
わ

れ
、「
天
気
ほ
ど
変
わ
り
や
す
い
も
の
は
な
い
」
と
い

う
問
題
に
挑
ん
だ
。
生
徒
は
、
授
業
で
の
学
び
を
活
用

し
て
、
懸
命
に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

　

生
徒
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
「
活
動
前
に
は
、
教
師
が
生
徒
に
活
動
の
目
的
や

意
図
を
明
確
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
徒

は
楽
し
み
な
が
ら
、『
将
来
に
役
立
て
よ
う
』
と
主

体
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
準
備
な
ど
が
大
変
で
す

が
、
生
徒
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
大
き
な
成
長
が
期

待
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」（
髙
橋
先
生
）

　

特
に
、
以
前
と
比
べ
て
、
課
題
研
究
に
対
す
る
積
極

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
、
課
題
研
究
に

は
長
い
時
間
を
要
す
る
た
め
、
生
徒
の
負
担
を
増
や
し

て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
「
教
科
学
習
や
部
活
動
、
行
事
な
ど
を
合
わ
せ
た

生
徒
の
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
取
り
組
み
を
深
め
て
い

き
、
北
陸
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
せ
る
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

学校運営を支える１人だと自覚し
責任感を持って改善に取り組んだ

数学科主任　外山康平

　以前から同世代の先生と２人で、「この学校をもっ
と良くするためには」というテーマで話し合い、本校
の課題について考えていました。「学校改善プロジェ
クト」が立ち上がり、自分たち若手の考えをもっと自
由に表せるような環境が整った時には、気合いが入り
ました。普段から管理職の先生などが気さくに話し掛
けてくださったからこそ、若手という立場を意識せず
に意見を出せたのだと思います。
　「学校改善プロジェクト」で、私は「授業改善プロジェ
クト」のリーダーとして、互いの授業を見合ったり、
教師間のコミュニケーションの場を設けたりすること
を提案して、実現しました。そうした経験を積み重ね
るうちに、「自分も学校運営を支えている１人だ」と
いう責任感が強くなったと思います。ＳＧＨ準備委員
会の委員の1人となり、先生方のビジョンを学校目標
として１つにまとめる作業は非常に苦労しましたが、
とても勉強になりました。
　現在は数学科主任として、数学の授業をＳＧＨの視
点で発展させようとしています。数学的な観点で現実
社会を捉え、新しい数学の授業をつくり上げたいと意
気込んでいます。例えば、先日は「生産性を最大化す
るために、休憩時間と労働時間の最適なバランスを求
める」という問題に取り組みました。このように数学
的な観点で考察し、提言する力は、グローバル・リー
ダーとして大切な資質の１つになると考えています。

の 　　　情熱
「
自
分
の
た
め
に
な
る
」と
意
識
し

前
向
き
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

教
科
学
習
で
も
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
要
素
を

取
り
入
れ
た
指
導
を
行
う
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